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オーストラリア事業（メルボルン店、ゴールドコースト店）の撤退に関するお知らせ 

 

昨日開催の当社取締役会において、関連会社であります株式会社大丸オーストラリア（メルボルン店）及び

子会社であります株式会社大丸オーストラリアリテイル（ゴールドコースト店）を店舗閉鎖し、両社を解散及

び清算することを決議しましたのでお知らせいたします。なお、店舗閉鎖の時期は、メルボルン店は平成１４

年７月末、ゴールドコースト店は平成１４年１月末を予定しております。 

 

記 

 

 １．解散及び清算の理由 

 

    株式会社大丸オーストラリアは、株式会社熊谷組と当社が、オーストラリア・メルボルン市において

百貨店を共同で運営する合弁事業契約に基づき、１９９１年９月に開店し、営業を継続してまいりまし

たが、ここ数年は郊外ショッピングセンターの台頭による都心立地の衰退、業種業態の多様化・競合激

化さらに、オーストラリア版消費税ＧＳＴ（Goods and Service Tax）の導入による消費の低迷等の要因

により、売上高が減少するなど、経営環境は誠に厳しく業績は低落傾向にあります。これまであらゆる

施策を講じて業績回復に努めてまいりましたが、抜本的な業績の改善が見込めないことから、今般、同

社を清算し事業撤退することを決定いたしました。 

    一方、株式会社大丸オーストラリアリテイルは、オーストラリアでの多店舗展開による経営効率向上

を目的に、１９９８年９月に当社１００％子会社として、ゴールドコーストに店舗を開設しましたが、

商品仕入や人事経理等の事務部門はすべて上記の株式会社大丸オーストラリアに依存しており、単独で

の運営が困難となることから、同社についても併せて事業撤退することを決定いたしました。 

 

 

 ２．株式会社大丸オーストラリアの概要 

 

(1)事 業  内 容 百 貨 店 業 

(2)所  在  地 オーストラリア・メルボルン 

(3)代 表 者       取締役会長 田代 茂 

取締役社長 村田 耕一 

(4)資 本 金       ３０百万ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ（平成１３年７月期） 

(5)主な株主構成 ｸﾏｶﾞｲ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ PTY.ﾘﾐﾃｯﾄﾞ 49.7% 

㈱大 丸 33.3%  

(6)売 場 面 積 ２１，０１１㎡ 

(7)売 上 高       ７４百万ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ（平成１３年７月期） 

(8)従 業 員 数 ４４６名（平成１３年７月末現在） 

(9)店舗 閉鎖日 平成１４年７月末（予定） 
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 ３．株式会社大丸オーストラリアリテイルの概要 

 

(1)事 業  内 容 百 貨 店 業 

(2)所  在  地 オーストラリア・ゴールドコースト 

(3)代 表 者       取締役社長 村田 耕一 

(4)資 本 金       １５百万ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ（平成１３年７月期） 

(5)主な株主構成 ㈱大 丸  100% 

(6)売 場 面 積 ８，３２４㎡ 

(7)売 上 高       ２４百万ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ（平成１３年７月期） 

(8)従 業 員 数 １２７名（平成１３年７月末現在） 

(9)店舗 閉鎖日 平成１４年１月末（予定） 

      

 ４．今後の見通し及び業績への影響 

 

        平成１３年８月中間決算において、株式会社大丸オーストラリア及び株式会社大丸オーストラリアリ

テイルに関する既出資分について減損処理（約８０億円）いたします。また、今般、両社の解散及び清

算を決定したことに伴い、平成１４年２月期決算において関係会社整理損（約３０億円）を特別損失に

計上する予定であります。なお、当期損益につきましては、平成１２年度決算発表時（平成１３年４月

２０日）に公表しました当期損失予想（単独決算：中間期２４０億円、年度２７０億円、連結決算：中

間期１７５億円、年度２３０億円）に変更予定はございません。 

 

 

                                                                                  以  上 
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